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車両位置推定に向けた移動走査コードを用いた次世代区画線

















置したときの区画線の様子を図 1 に示す．条件 3 の部分数列の
長さ nに応じて移動走査コードの全長と表現できる情報の多さ
は増加する．n = 4の移動走査コードは 2747桁の長さを持ち，
2744 種類の情報を持つ．例えば，5 cm 毎に数列の各要素を区
画線上に設置したとき，137.2 m 手前から停止線までの距離を
車両へ提示することができる．表 1 の条件を満たす数列の各数
字は凹凸として区画線上で表す．図 1のように幅 15 cmの区画
線を 5 cm毎に区切り，1区間毎に数列の要素を 1桁ずつ割り当
てる．区間内には 0～3個の半球状の突起を設置し，突起の有無
のパターンによって 0から 7までの 8種類の数字を表現する．
表 1 移動走査コードが満たす条件
条件 1 数字は 0から 7までの 8種類である
条件 2 同じ数字は隣接しない



















のリブ，(b) 厚さ 5 mm のスポットフレックス及び (c) 厚さ 5
mm のガイドウェイラインの 3 種類の突起物を道路の区画線上
に設置した．突起物がある場合を `1'，ない場合を `0' としたと
き，\010"，\110"，\111"，\101"という 4種類の異なる突起パ
ターンを 20回ずつレーザレーダを用いて計測した．レーザレー
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